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簿記論 試験問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔第一問〕 ―25点－ 

Ａ社の平成 16年度(平成 17年 3月末決算)に関する【資料 1】の空欄①から⑨に入る金額を答

えなさい。また、当期純利益（又は当期純損失） ⑩ を求めなさい。なお、当期純損失となる

場合には金額の前に－をつけること。また、諸資料から推定される取引が当年度の全取引である。 

 

【資料１】 

平成 16年度の期首残高及び決算整理後残高は以下のとおりである。なお、必要な金額が明示さ

れていない場合には諸資料から推定しなさい。また、必要な勘定科目が明示されていない場合は

すべて「その他の科目」に含まれているものとする。 

 

    (単位：千円) 

期首残高 決算整理後残高 
勘定科目 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 預 金 1,924  ①  

売 掛 金 200    

受 取 手 形 150    

有 価 証 券 1,520    

繰 越 商 品   ②  

前 払 家 賃 240    

備 品 1,600    

投 資 有 価 証 券 3,300    

買 掛 金  300   

支 払 手 形  200  ③ 

前 受 金  150   

借 入 金  3,000   

未 払 利 息  30   

貸 倒 引 当 金  ④   

減 価 償 却 累 計 額  ⑤  925 

資 本 金  3,900   

利 益 準 備 金  960  ⑥ 

未 処 分 利 益  380   

期 首 残 高 合 計     

 売 上   

 仕 入 ⑦  

 貸 倒 引 当 金 繰 入 ⑧  

 繰 延 税 金 資 産 ⑨  

 そ の 他 の 科 目 (省略) 

 決算整理後残高合計   
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【資料２】 

平成 16年度の決算整理前における期中取引に関する帳簿記入は以下のとおりであった。ただ

し、「日付」、「摘要」、「元丁｣は記載を省略した。金額が示されていない箇所は各自で推定しなさ

い。また、普通仕訳帳と総勘定元帳は示さなかった。 

 

 現金出納帳 (単位：千円) 

日付 勘定科目 元丁 金額 日付 勘定科目 元丁 金額 

  前期繰越     仕入   

  売掛金  350   販売費  60 

  前受金  400   一般管理費  380 

  売上     支払手形  1,000 

 

 当期預金出納帳 (単位：千円) 

日付 勘定科目 元丁 金額 日付 勘定科目 元丁 金額 

  前期繰越     買掛金  1,100 

  売掛金  1,450   支払手形  1,900 

  受取手形  4,000   未払配当金   

       未払役員賞与金   

       給与  800 

       販売費  100 

       一般管理費  100 

       支払利息  90 

       支払家賃  1,440 

 

 仕入帳 (単位：千円) 

日付 勘定科目 摘 要 元丁 買掛金 諸口 

  現金    700 

  買掛金   3,400  

  支払手形    1,800 

 

 売上帳 (単位：千円) 

日付 勘定科目 摘 要 元丁 売掛金 諸口 

  前受金    250 

  現金    100 

  売掛金   4,500  

  受取手形    2,250 
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